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⽬ 的

研 究 計 画

研 究 ⽅ 法

火花点火特性に及ぼす流動特性の影響把握

急速圧縮装置に
おける点火実験

高
流
動
場
に
お
け
る
放

電
経
路
観
察
と
点
火

限
界
を
支
配
す
る
パ

ラ
メ
ー
タ
把
握
お
よ
び

モ
デ
ル
提
案

高流動場中に
おける放電お
よび点火実験

高
流
動
場
に
お
け
る
点

火
時
の
プ
ラ
ズ
マ
特
性

の
解
明

点
火
限
界
の
向
上
策

の
提
案
と
そ
の
評
価

今年度の取組
• ⾼圧および⾼流動条件における放電
データを追取得し整理

• 放電の改良モデルの提案と提供
• 流動場中における点⽕位置の取得によ
るモデル検証データの提供

実験装置設計およ
び改良
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2017/07/06 SIP「革新的燃焼技術」第3回公開シンポジウム

熱効率50%の⽅策：
スーパーリーンバーン

燃焼速度向上のため筒内の流動を⾼め
ることが必要

⾼EGR環境を含めて⾼流動場における安定した点⽕
システムが必要

<< 本研究の⽬的 >>
設計指針を与える点⽕モデル構築のため、
１．⾼流動場における放電モデルの構築
２．放電路と流動との関係（追従性）をモデル化
３．放電から点⽕に⾄る過程のモデル検証データの提供

⾼流速場中における放電および点⽕実験
放電回路および計測は着⽕向上班について共通
流速で最⼤50m/s程度までについて検証

・⼀様流動中での放電試験を実施
・流動場中にリストライク電圧の圧
⼒および流速依存性について、既存
データより⾼速までのデータを取得
・放電路の変形の周囲流速への追従
性についてデータを取得
・放電電圧および放電電流との関係
式においては、従来のモデルを改良
版を提⽰

放電経路の様⼦
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・ 放電電圧と電流の関係の取得（Kimの式の検証）
・ リストライク電圧の圧⼒、流速依存性のデータ取得
・ 放電経路の周囲流への追従性の検証
・ 放電エネルギーの放電路上の分布の検討

リストライク電圧の圧⼒依存性

放電経路の周囲流動への追従性

の
と修正↓

Kimの式の修正式の検討
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